
      

 

                             5月 11日（月） 

                             数学科 福島 健太 

・みなさん連休中はどうお過ごしでしたか？ 

今年は、新型コロナウイルスの影響でいつもとは違った生活をしなければならず、あり余るエネルギ

ーを発散できていない事かと思います。長い連休で生活習慣は乱れていませんか？まずは朝しっかり

起きて、夜ふかしをせず２２時までには寝ること。早寝・早起きをして規則正しい生活を心がけて下さい。 

さて、先日連絡があった通り、5月３１日（日）まで臨時休業が延期されました。それにともなって、 

”追加の課題”を 2 つ配布します。1 つ目は小学校の復習ですが、もう１つは中学 1 年生の予習を  

出します。 また、今回から、問題の解き方、丸付けの仕方など、細かく指示を出します。これは、効

率よく勉強するため、確実にステップアップするために大切なことです。よく読んで、ていねいに取り組

んで下さい。 また 1日のスケジュールをしっかり立てて計画的に行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学の特徴は数学特有の「きまり」がたくさんあることです。例えば、足し算とかけ算には計算の順番

がありますよね。数学になるとこれがもっと多くなります。だから、数学ができるようになるためには  

まず、「きまり」に慣れること”定着”が大切です。定着には何回も繰り返し問題を解くことが 1 番です。 

見返しやすいワークを作り、何をどう間違えたかがすぐに分かる自分専用の参考書を作り上げて下さ

い。 

～数学科 追加課題について～ 

・追加課題について 

① 数学へのとびら（白黒の冊子）←小学校の復習 

～取り組み方～ 

⑴ 「確かめよう」で復習内容をチェック。 

⑵ 演習問題に挑戦。 

⑶ 丸付け。（解答は冊子の最終ページに付属） 

⑷ まちがえた問題の解き直し。 

② 数学の基本ノート（オレンジの表紙のワーク）←中学校の予習 

～取り組み方～ 

⑴  B５の配布プリント「重要語句プリント」で単語の穴埋め。 

⑵  教科書の問題 範囲：P12～P17 を自主勉ノートにやろう。 

⑶  数学ワーク（数学の基本ノート） 範囲：P2～P5に挑戦。 

⑷  ワークの丸付け。（別冊の解説あり） 

⑸  まちがえた問題の解き直し。 

 

 

 

提出日 

最初の数学の授業 



※重要！！ 数学ができるようになるために･･･ 

 

 

 

 

 

＜ワークの使い方例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題をする際のルール 

① 式を必ず書こう。 ② 丸付けを必ずしよう。 

③ 間違えた問題の答えは消さずに残しておこう。 ④ 解き直しを必ずやろう。 

 

 

 

ひっ算は消さず

に残しておこう。 

まちがえた原因

を見つけよう。 

必ず式を書こう！ 

まちがえた解答は消さず

に残しておく。 

色ペンで解き直しをしよう！！ 

何をどうまちがえたのかを見直し、繰り返しできるまで勉強することが大切。 

そのためには自分がどこをミスしたのかが分かるように消さずに残しておく。 

単位を忘れない。 



 

① 数学へのとびら の勉強方法 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 数学の基本ノート（予習）の勉強方法 

⑴ プリントと教科書でどんなことを勉強するのかを知る。                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・P2～P17ページの問題を解く  

・P１８～P２０を見て丸付けをする。 

・分からない時は、確かめようや教科書を参考

にしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ここを参考にしよう。 

 

 

教科書の説明を参考に、   

プリントに記入しよう。 空欄に語句を記入していく。 

 

教科書の範囲を確認！ 

 



⑵ 教科書の練習問題を自主勉ノートにやる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 数学ワークの問題をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問）と書かれている

所をやろう。 

～自主勉ノートでやる範囲～ 

教科書 

P１２～P１３ ：問１～問４ 

P１４～P１５ ：問１～問３ 

P１６～P１７ ：問１～問 4 

 

・答えは重要語句プリントの裏面

に記載。 

 

 

 

 

～提出物についての連絡～ 

 

① 提出物：「数学ワーク」「数学へのとびら」

「プリント」の３つ。 

② 提出の仕方：「数学のワーク」にはさみ込

んでまとめて提出。 

③ 提出日：最初の数学の時間の予定。 

（休み期間の日数によって変更あり。） 
計画的に取り組もう！ 

課題範囲：P２～P5  

・＜ワークの使い方例＞を参考にして下さい。 

・分からない問題は教科書を見ながら解いて

もOK！ 

・丸付けとまちがえた問題の解き直しは必ず

やろう。 


